
 

東京芝コースは、雨の影響がなければ高速上りが出る馬場。 

前走上り１位だった馬は勝率３３％、複勝率５８％でした。 

 



該当するのは、１０番・１４番・１６番の３頭。 

この３頭は馬券に入れておきたいですな。 

 

一方、前残りも目立っており、 

先行力がある「持続力血統を持つ馬」 

つまり、米国型血統やダンチヒ系を持つ馬の 

前残りに注目したいと思いまする。 

 

「近３走以内に先行経験のある持続力血統持ち」 

 

これに該当するのは・・・ 

 

３番ローザノワール 

６番リアアメリア 

７番シャドウディーヴァ 

９番レッドベルディエス 

１２番サンクテュエール 

１５番ドナアトラエンテ 

１８番セラピア 



 

以上の７頭ですな。 

 

この中で、東京芝１６００ｍ以上か 

芝１８００ｍで勝ち星の有る馬・・・ 

 

・６番リアアメリア 

・７番シャドウディーヴァ 

・９番レッドベルディエス 

・１５番ドナアトラエンテ 

・１８番セラピア 

 

 

本命は１５番ドナアトラエンテ 

これまでのキャリアは全て芝１８００ｍで、 

馬券圏外は、不良馬場の中山牝馬Ｓと、 

洋芝のクイーンＳの２戦のみ。 

 



コースとしても、このレースとしても 

ディープインパクト×ダンチヒ系の配合は優秀で、 

本馬自身、当コースは複勝率１００％でございます。 

 

また、このコースではディープインパクト産駒は 

「同距離ローテ」の期待値が非常に高く、 

馬券の中心に据えるには最適な距離ローテ。 

 

さらに牝系ファミリーも優秀で、 

母は英国のＧ１馬。 

全姉のドナウブルーは、当レースで２度の馬券絡み。 

全姉のジェンティルドンナはＧ１を７勝した女傑。 

従兄弟のロジャーバローズは一昨年のダービー馬。 

 

家系的にも、軽い馬場、広いコース、 

長い直線を好み、コース適性には血統の裏付けが十分。 

 

勝ち味に遅い「詰めの甘さ」はありますが、 

騎乗すれば連対率１００％のルメール殿とのコンビが復活し、 



マジックキャッスルが抜けた１人気になるような 

安いメンツであれば、普通に勝ち負けに加わって参りましょう。 

 

○１０番ミスニューヨーク 

先週の当コースはキングマンボ系祭りでした。 

本馬は、このレース唯一のキングマンボ系種牡馬産駒。 

母父は、非根幹距離マスターのマンハッタンカフェ。 

本馬自身が非根幹距離以外で馬券になった事が無く 

典型的なマンハッタンカフェ気質ですな。 

重賞では足りていなかった本馬が、２走前に０秒３差４着と 

ようやく力を付けてきた印象で、これは父キングズベスト譲りの 

晩成型の完成期間近であることを予感させますな。 

 

▲２番スマートリアン 

キズナ産駒で母父がミスプロ系という米国指向の強い配合馬で 

先行して速い上り時計にも対応できるタイプですな。 

１８００ｍの外回りコースで２勝クラスと３勝クラスを連勝しており 

その後初めての直線が長い１８００ｍ戦になります。 

３歳の春に、当コースのスイートピーＳで、デゼルに負けておりますが 

その時のデゼルは「ディープ産駒の同距離ローテ」で、 

今回のデゼルは延長ローテでの参戦で、今回は逆転が可能と見ます。 



★８番サトノダムセル 

母父が独国のダービー血統アカテナンゴと言う事で、 

直線が長い東京コースに向いております。 

出来れば少し時計の掛かる馬場が理想ですが 

１８００ｍでしか馬券絡みが無い距離巧者であり、 

また左回り巧者でもあります。 

元々が人気になりやすい良血のディープ産駒が 

前走で内回りの中山１８００ｍ、しかも上りが４０秒もかかる 

特殊なまでの不良馬場で惨敗と、２走前の根幹距離重賞の敗戦で 

今回は一気に安く買えそうなので、狙うならココでしょう。 

得意条件での変わり身はディープインパクト産駒のお家芸でもあります。 


